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香川県 高松市の「福祉避難所について」

⇒ ・市内全域で多くの建物が倒壊 津波も襲来
・主要道路は、電柱の倒壊や斜面の崩落により寸断
・ライフラインは断絶しているが、電話回線の混乱は収束



訓練の概要

日時 令和６年11月18日（月） 令和６年11月20日（水） 令和６年11月28日（木）

施設の
種類

老人保健施設 障害者施設 特別養護老人ホーム

被害想定 ・令和６年11月 午前９時に四国沖を震源地とする震度７の
「南海トラフ地震」が発生
・市内全域の多くの建物が倒壊、津波あり
・高松市内全域でライフライン断絶、主要道路は利用不可
・電話回線の混乱は収まり、次第につながるようになっている

福祉避難
所施設で
の被害状
況（３施
設共通）

・建物の被害はなく、津波などによる被害もなし。

・ライフライン→電気：自家発電設備により使用可能
水道：使用可能

・施設の入居者及び職員の負傷無し
・自宅が被災した影響により、一部出勤できない職員が数名存在する



訓練の項目

① 福祉避難所の開設要請

② 福祉避難所の開設・受け入れ準備

③ 不足物資（人・モノ）の要請

④ 受入調整ができていない要配慮者への対応



福祉避難所開設前のストーリー

● 令和６年11月 午前９時に南海トラフ地震が発生（震度７）

⇒ ・市内全域で多くの建物が倒壊 津波も襲来
・主要道路は、電柱の倒壊や斜面の崩落により寸断
・ライフラインは断絶しているが、電話回線の混乱は収束

● 市では、災害発生直後から「災害対策本部」を設置し、全ての指定避難所を開設

⇒ 地震発生から２日後には、「特別な配慮を必要とする避難者（要配慮者）の
指定避難所での生活が困難になってきており、福祉避難所の開設が求められている！！



要配慮者の設定

【老健・特養】

要配慮者A：80歳 女性 要介護３ 認知症あり（付添人 83歳 夫）
  
・自宅が地震で全壊。夫とともに指定避難所である近くの小学校に
避難したが、徘徊著明・昜怒性著明のため、他の避難者との
トラブルが多いことから、福祉避難所への避難が必要。

要配慮者B：75歳 男性 要介護４ 車椅子歩行（付添人 72歳 妻）
  
・今回開設する福祉避難所の近隣に居住。

・地震により自宅が半壊、離れた指定避難所よりも近くにある
    福祉避難所に直接避難されてきた。



要配慮者の設定

【障害】

要配慮者A：45歳 女性 療育手帳A 知的障害、自閉症スペクトラム
（付添人 72歳 母親）

 
・ 自宅が地震で全壊。夫とともに指定避難所である近くの小学校に

     避難したが、人・物音に対する過剰反応、パニックも起こすことがあるため、
  一般避難所での生活が困難。

  
 ・また、食事・排泄など基本的な生活動作に介助が必要 など

要配慮者B：45歳 男性 療育手帳Ⓑ 自閉症スペクトラム（付添人 45歳 妻）
 

                   ・ 今回開設する福祉避難所の近隣に居住。

・ 地震により自宅が半壊、離れた指定避難所よりも近くにある
     福祉避難所に直接避難されてきた。



訓練の流れ

指定避難所
からの

福祉避難所
開設要請

施設整備
担当と協定
福祉避難所
との調整・
開設可否の
判断・決定

福祉避難所
の開設・
受入れ準備

受入れ後の
物資・人の
支給要請

福
祉
避
難
所
の
閉
所

関係者

・災害時指定職員
（指定避難所職員）
・市災害対策本部
（要配慮者支援班）
・施設整備担当

・施設整備担当
・協定福祉避難所

・施設整備担当
・協定福祉避難所
・要配慮者



訓練内容（開設決定～開設要請）

確認ポイント
・施設の状況
（職員、施設利用者 等）

・受け入れるとした場合、
施設の“どこ”を“どのように”
にして利用するかの想定

開設要請は、
ほかにどのような方法が
あっただろうか
⇒（福山市の場合）
・福祉班→対策本部へ要請
・協定法人からの要請



訓練内容（開設決定～開設要請）

【開設決定～開設要請のポイント】

● 施設側
・開設要請を受けた際、チェックしないといけない項目

の洗い出し
（施設の状況、職員配置、受け入れ可能スペースの確保、備蓄食料 等）

★想定時に大事なのは、「災害時」という状況を考慮すること！！
→平時の職員数や施設のスペース、食料の減るスピードではなく、
災害時であることの意識が重要

● 行政職員側
・関係機関との調整に向けた、事前情報の把握・整理

 → 円滑な福祉避難所の開設要請のために、関係する機関や“だれがどの
 役割を担うのか”という情報の整理

 全般を管理する側（行政職員）と施設側とで開設までの流れや
 役割分担について、平時から意識合わせができているか



訓練内容（開設・受入 準備）

【開設準備のポイント】

●避難所全体で協力し合うことが何より重要！！

→“施設側“と”要配慮者への対応側”の両方の準備が
不可欠であり、「必要な役割」とそれに従事する職員
を災害時を想定して考える！

施設
としての
準備

要配慮者
対応の
準備

【受入れのポイント】

●受入れ時の要配慮者のチェック・報告

→開設要請時に聞取った要配慮者の状態と、受入れ時の
状態とで差異があるか等を含めて、アセスメントを行い、
市町に報告！

（広島県の場合）
避難者カードの作成を通じて、要配慮者の状態・支援

ニーズを聞き取り、報告することとしている（P68）



訓練内容（不足物資（人・モノ）の要請）

【不足物資の要請 ポイント】

・福祉避難所の運営中において、

施設側⇒定期的な物資の在庫管理
施設の人員体制

市町⇒各施設からの状況を把握・整理

市町へ
定期報告！

市で備蓄しているものから供給ができない部分に
ついては、各協定・関係機関との調整を
通じて、物資・ボランティアの供給を検討！



訓練内容（直接避難のケース）

● 高松市の「避難所運営マニュアル」上では、
「協定福祉避難所」については、“直接避難不可“としている。

● しかし、実際に災害が発生した際には、様々な理由から
福祉避難所に直接避難されるケースが想定される。

★そこで高松市では、直接避難があった場合の対応についても
訓練のメニューに取り入れ、訓練の実効性を高めている！！

要配慮者の方が直接避難されてきた場合の
・基本的な考え方（＝直接避難はできない）
・関係者との調整・やりとり を想定

⇒福祉避難所の運営訓練は、可能性として起こり得る事象も訓練
に取り入れることが重要（⇒実効性の向上）




	スライド 1: 香川県　高松市の事例
	スライド 2: 香川県　高松市の「福祉避難所について」
	スライド 3: 訓練の概要
	スライド 4: 訓練の項目
	スライド 5: 福祉避難所開設前のストーリー
	スライド 6: 要配慮者の設定
	スライド 7: 要配慮者の設定
	スライド 8: 訓練の流れ
	スライド 9: 訓練内容（開設決定～開設要請）
	スライド 10: 訓練内容（開設決定～開設要請）
	スライド 11: 訓練内容（開設・受入　準備）
	スライド 12: 訓練内容（不足物資（人・モノ）の要請）
	スライド 13: 訓練内容（直接避難のケース）
	スライド 14

